
（千葉県）

海
・
山
・
里
の
魅
力
が
七
つ
の
地
区
に
凝
縮
！

ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た
い
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

７
地
区
の
個
性
が
醸
す
多
様
な
相
乗
効
果

　

房
総
半
島
最
南
部
に
位
置
す
る
南
房
総
市
は
、
平

成
18（
２
０
０
６
）年
３
月
20
日
、
旧
安
房
郡
７
町
村

（
富
浦
町
・
富
山
町
・
三
芳
村
・
白
浜
町
・
千
倉
町
・

丸
山
町
・
和
田
町
）
の
合
併
に
よ
り
市
制
施
行
。
新

市
誕
生
か
ら
今
年
で
15
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

律
令
時
代
の
区
分
で
は
、
房
総
半
島
は
北
半
分
が

旧
総ふ
さ
の
く
に
国（
北
側
が
下
総
、
南
側
が
上
総
）で
、
南
半
分

が
旧
安あ
わ
の
く
に

房
国
だ
っ
た
。
こ
の
総
国（
下
総
・
上
総
）と

安
房
国
を
合
わ
せ《
房
総
》の
呼
称
が
生
ま
れ
る
。

　

安
房
国
は
中
世
の
群
雄
割
拠
時
代
お
よ
び
近
世
の

幕
藩
体
制
を
経
て
、
近
代
の
町
村
制
の
下
で
は
、
旧

安
房
郡
（
お
お
む
ね
現
在
の
南
房
総
市
、
館
山
市
、

鴨
川
市
、
鋸
南
町
一
帯
の
エ
リ
ア
）
を
形
成
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
、
旧

安
房
郡
７
町
村
で
構
成
さ
れ
る
南
房
総
市
の
誕
生

は
、
千
葉
県
で
は
最
大
規
模
の
合
併
事
例
と
な
っ
た
。

　

南
房
総
市
の
地
理
的
特
性
は
、
市
域
の
西
側
（
内

房
側
）が
東
京
湾
、
東
お
よ
び
南
側（
外
房
側
）が
太

平
洋
に
面
し
、
さ
ら
に
北
側
が
旧
上
総
国
と
安
房
国

の
境
で
も
あ
っ
た《
房
総
丘
陵
》に
面
し
て
い
る
こ
と

だ
。
三
方
を
様
相
の
異
な
る
海
に
囲
ま
れ
、
一
方
に

低
山
帯
が
連
な
る
と
い
う
変
化
の
多
い
地
勢
は
、
多

彩
な
自
然
環
境
の
源
泉
で
あ
り
、
房
総
半
島
を
占
め

る
千
葉
県
内
54
市
町
村
の
中
で
も
、
南
房
総
市
だ
け

に
見
ら
れ
る
際
立
っ
た
特
色
だ
。

　

南
房
総
市
の
内
房
側
か
ら
外
房
側
に
か
け
て
の
海

岸
線
は
、
全
域
が
南
房
総
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
市
域
北
部
に
展
開
す
る
県
最
高
峰
・
愛
宕
山

（
４
０
８
ｍ
）
を
は
じ
め
と
す
る
標
高
３
０
０
〜

４
０
０
ｍ
台
の
房
総
丘
陵
（
一
部
が
南
房
総
国
定
公

園
）
は
、
豊
か
な
森
林
地
帯
と
中
山
間
地
を
形
成
。

沖
合
を
流
れ
る
暖
流
の
影
響
で
冬
で
も
温
暖
な
平
地

に
は
、
水
田
や
ビ
ワ
な
ど
の
果
樹
と
共
に
、
四
季

折
々
収
穫
さ
れ
る
花
の
生
産
地
が
随
所
に
展
開
す
る
。

　

付
随
し
て
、
南
房
総
市
を
構
成
す
る
７
地
区
も
多

彩
な
顔
を
持
つ
。
海
に
面
し
て
い
な
い
中
山
間
地
帯

の
三
芳
地
区
に
は
、
旧

安
房
国
の
国
府
跡
や
中
世
・

安
房
国
の
覇
者
里
見
氏
の
本
城
・

滝
田
城
址
が
あ
り
、
現
在
は
純
粋
な
農
村

地
区
を
形
成
す
る
。
同
じ
く
海
に
面
し
て
い
な
い

丸
山
地
区
は
、
日
本
酪
農
の
発
祥
地
で
あ
り
、
７

地
区
の
中
で
花
作
り
が
最
も
盛
ん
だ
。
海
に
面
す

る
５
地
区
は
、
前
述
の
よ
う
に
海
岸
線
全
域
が
南

房
総
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
数
十
カ
所
の
良
港

と
、
水
質
の
き
れ
い
な
海
水
浴
場
が
計
10
カ
所
あ

る
。
昔
か
ら
全
国
的
に
有
名
な
房ぼ
う
し
ゅ
う
び
わ

州
枇
杷
は
、
海

に
面
し
た
富
浦
地
区
が
主
産
地
だ
。

石
いしい

井　裕
ゆたか

南房総市長

市 政 ル ポ 南
みなみ ぼ う そ う

房総市
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ま
た
、
市
域
南
端
の
野
島
崎
灯
台（
白
浜
地
区
）は

房
総
半
島
そ
の
も
の
の
最
南
端
。
和
田
漁
港
（
和
田

町
地
区
）
は
国
内
で
４
カ
所
だ
け
認
め
ら
れ
て
い
る

小
型
沿
岸
捕
鯨（
ツ
チ
ク
ジ
ラ
）の
水
揚
げ
港
と
し
て

知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
「
道
の
駅
」
の
充
実
度
だ
。

南
房
総
市
の
７
地
区
に
は
全
て
道
の
駅
が
あ
る
（
富

浦
地
区
の
み
２
カ
所
）。
計
八
つ
の
道
の
駅
を
有
し

て
い
る
市
は
、
全
国
で
も
岐
阜
県
高
山
市
と
南
房
総

市
だ
け
だ
が
、
南
房
総
市
の
面
積（
約
２
３
０
㎢
）は

日
本
最
大
の
高
山
市
（
約
２
１
７
８
㎢
）
の
１
割
強
。

南
房
総
市
に
お
け
る
道
の
駅
の
集
中
度
が
い
か
に
高

い
か
が
分
か
る
。

　

南
房
総
市
の
誕
生
か
ら
、
４
期
15
年
に
わ
た
っ
て

市
政
を
け
ん
引
し
て
き
た
石
井
裕
市
長
は
一
昨
年

（
平
成
30
年
）10
月
、「
全
国『
道
の
駅
』連
絡
会
」の
２

代
目
会
長
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
制
度
は
発
足
か
ら
27
年
目
に
入
り
、
今

年
７
月
時
点
で
は
全
国
で
１
１
８
０
駅
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
と
っ
て
の
道
の
駅
は
、
買

い
物
に
便
利
な
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
情
報

や
地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
観
光
拠
点
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
ご
承
知
の
よ
う
に
、
道
の
駅
は
地

元
に
と
っ
て
、
地
域
振
興
・
地
域
創
生
の
拠
点
で
あ

り
、
防
災
拠
点
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

各
地
区
に
漏
れ
な
く
存
在
す
る
の
は
、
本
市
に
と
っ

て
重
要
な
地
域
資
源
と
い
え
ま
す
。

　

南
房
総
市
の
道
の
駅
は
、
数
が
多
い
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
12（
２
０
０
０
）年
に
全
国
道
の
駅

グ
ラ
ン
プ
リ
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
富
浦
地
区
の

《
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
》は『
全
国
モ
デ
ル
道
の
駅
』

に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
１
月
に
は
市
内
８

カ
所
の
道
の
駅
全
て
が
、
国
土
交
通
省
か
ら『
重
点
・

道
の
駅
』に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。『
重
点
・
道
の
駅
』に

指
定
さ
れ
る
と
、
駐
車
場
や
休
憩
施
設
な
ど
の
施
設

整
備
に
対
し
て
も
交
付
金
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
関
連
機
関
が
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
の
活
用
も

受
け
や
す
く
な
る
な
ど
、
今
後
の
展
開
に
資
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
指
定
を
受
け
る
た
め
南
房
総
市
が
準
備
し
た

プ
レ
ゼ
ン
企
画
の
要
旨
は
、
観
光
拠
点
・
防
災
拠
点

野島崎灯台は房総半島の最南端（白浜地区）

南房総市は各地区ともに花の生産が盛ん（千倉地区）

南房総市

千葉市
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と
し
て
、
市
内
８
カ
所
の
道
の
駅
の
連
携
を
よ
り
高

め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
施
設
を
設
け
る
な

ど
、
地
方
創
生
の
拠
点
機
能
を
強
化
し
た
『
次
世
代

型
・
道
の
駅
』
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
さ

ら
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
お
よ
び
地
域
の
『
稼
ぐ

力
』
の
醸
成
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
や
、
八
つ
の
道
の
駅
に
よ
る
回
遊

性
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
も
評
価
さ
れ
た
と
自
認
し

て
い
ま
す
」（
石
井
市
長
）

移
住
先
に
も
人
気
‼　

 

東
京
圏
至
近
の
海
山
リ
ゾ
ー
ト

　

南
房
総
市
７
地
区
を
網
羅
す
る
八
つ
の
交
流
拠

点
・
道
の
駅
の
存
在
は
、
各
地
区
の
多
様
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
同
時
に
、
南
房
総
市
の

ま
ち
づ
く
り
が
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
発
信
し
て
い
る
。
自
動
車
交
通
が
盛

ん
な
房
総
半
島
で
は
よ
り
一
層
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
交

流
拠
点
施
設
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

八
つ
の
道
の
駅
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
多
彩
な
顔

を
持
つ
南
房
総
市
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
あ
る
富
浦

地
区
が
東
京
都
心
部
か
ら
１
０
０
㎞
圏
内
に
位
置
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
鉄
道
・
車
・
高
速
バ
ス
な
ど
の

利
用
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
短
で
県
都
・
千
葉
駅
と

は
約
80
分
、
横
浜
駅
と
は
約
90
分
、
東
京
駅
・
新
宿

駅
へ
は
約
１
０
０
分
で
結
ば
れ
て
い
る
。
首
都
圏
の

感
覚
で
は
優
に
通
勤
圏
で
あ
る
。
そ
の
た
め
近
年
の

南
房
総
市
は
、
観
光
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
首
都
圏

の
有
力
な
移
住
・
定
住
先
と
し
て
の
人
気
も
高
め
つ

つ
あ
る
。

　
「
ま
ず
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
に
川
崎
と
木
更
津

を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
開

通
が
、
そ
の
後
の
房
総
半
島
の
発
展
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
南
房
総
市
に
と
っ
て

も
、
平
成
16（
２
０
０
４
）年
に
一
般
国
道
１
２
７
号

線（
富
津
館
山
線
）が
開
通
し
、
平
成
19（
２
０
０
７
）

年
に
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
が
全
線
開
通
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
内
房
側
の
幹
線
道
路

が
有
機
的
に
連
動
し
、
東
京
圏
と
南
房
総
市
は
一
気

に
距
離
感
が
縮
ま
っ
た
の
で
す
」（
石
井
市
長
）

　

美
し
い
海
岸
線
が
内
房
側
に
も
外
房
側
に
も
展
開

し
、
低
山
ハ
イ
キ
ン
グ
の
有
力
な
コ
ー
ス
を
多
数
持

ち
、
花
作
り
が
盛
ん
な
南
房
総
市
の
自
然
環
境
の
豊

か
さ
は
、
平
成
26（
２
０
１
４
）年
３
月
、
全
国
で
57

番
目
、
千
葉
県
で
は
初
め
て
《
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

（
林
野
庁
を
は
じ
め
官
民
関
連
団
体
が
組
織
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
あ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
主
宰
）》に

認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

房総半島のクジラ漁は伝統文化（小学生の見学会・和田地区）

南房総市は海岸線全てが国定公園（富浦地区・大房岬）

子どもたちの歓声が絶えない南房総市子育て
支援センター「ほのぼの」（丸山地区）
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南房総市　市 政 ル ポ

（千葉県）

　

交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
利
便
性（
都
市
的
環
境
）

と
、
健
康
な
市
民
生
活
を
送
る
上
で
不
可
欠
な
自
然

環
境
を
備
え
た
南
房
総
市
は
、
老
後
の
田
舎
暮
ら
し

を
望
む
層
だ
け
で
な
く
、
通
勤
・
在
宅
に
関
わ
ら
ず
、

脱
・
都
会
を
目
指
す
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
の
耳

目
を
引
く
に
も
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い

る
と
い
え
る
。

　
「
た
だ
残
念
な
こ
と
に
現
在（
令
和
２
年
８
月
20
日

時
点
）
は
、
自
慢
の
海
岸
線
も
里
山
の
豊
か
な
自
然

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
移
動
自
粛
の
影

響
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
で
大
々
的
に
発

信
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い

ま
す
。

　

８
月
は
例
年
な
ら
、
市
内
５
地
区
に
点
在
す
る
10

カ
所
の
海
水
浴
場
が
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
時
期

で
す
。
し
か
し
こ
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
全
て
の
海
水
浴
場
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
海
岸
線
に
面
し
た
千
倉
地
区
の
出
身
で
す

が
、
こ
の
辺
り
の
海
水
浴
場
が
開
か
れ
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
、
戦
後
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
ま
さ
に
い
つ
も
と
違

う
夏
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
が
日
本
人
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
今
後
し
ば

ら
く
続
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
校
の
長
期
休
校

か
ら
始
ま
り
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
・
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
感

染
予
防
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
何
事
に
お
い
て
も
冷

静
な
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
、
当
面
は
ひ
た
す
ら
耐

え
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」（
石
井
市
長
）

迅
速
な
対
応
で
推
進
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

取
材
で
は
海
岸
線
を
持
つ
５
地
区
全
て
に
足
を
踏

み
入
れ
た
が
、
実
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
街
角
や

海
水
浴
場
入
口
に
は《
海
水
浴
場
不
開
設
》と
大
書
き

さ
れ
た
立
て
看
板
が
海
風
に
揺
れ
て
お
り
、「
い
つ

も
と
違
う
夏
」
を
ま
ざ
ま
ざ
と
印
象
付
け
て
い
た
。

だ
が
何
事
に
つ
け
、「
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
対
応
」が

求
め
ら
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
南
房

総
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対
処
は
早

く
、
そ
し
て
的
確
だ
。

　
「
行
政
と
し
て
は
ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
を
守
っ

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
素
早
く
、
具
体
的
に
示
し

て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

迅
速
な
情
報
発
信
で
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
受
診
・
相
談
の

目
安
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
現
時
点
で
市
が
行

え
る
独
自
の
支
援
策
や
国
・
県
の
支
援
策
の
詳
細
を

一
刻
も
早
く
お
知
ら
せ
し
よ
う
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

随
時
行
う
発
信
と
は
別
に
、
５
月
の
早
い
時
期
に
広

報
紙
１
回
分
を
丸
ご
と
使
っ
た
《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
特
別
号
》
を
発
行
、
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
」

（
石
井
市
長
）

　

こ
れ
は
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
緊
急
措
置

で
、《
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
》令
和
２
年
６
月
号（
発

行
は
５
月
）と
し
て
制
作
さ
れ
た
。

　

表
紙
に
は
市
長
か
ら
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
《
受
診
の
目

八つの道の駅は南房総市の重要な地域資源（富浦地区・枇杷倶楽部庭園）

粒の大きさと濃い甘みが特徴の房州枇杷（富浦地区）
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安
》《
相
談
の
目
安
》
と
対
処
方
法
な
ど
が
、
症
状
や

年
齢
、
妊
婦
、
障
害
児
・
者
、
既
往
症
を
持
つ
人
な

ど
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
別
に
、
明
確
か
つ
簡
潔
に
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
目
次
に
は
《
生
活
を
支
え
る
た

め
の
支
援
策
》と
し
て「
特
別
定
額
給
付
金
、
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
、
傷
病
手
当
金
、
公
共
料
金
な
ど

の
支
払
い
、
税
・
保
険
・
年
金
に
関
す
る
支
援
制
度
」

な
ど
、
市
民
が
最
も
知
り
た
い
項
目
が
真
っ
先
に
配

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
《
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
の
支

援
策
》《
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ
の
支
援
策
》《
農

業
・
水
産
業
を
営
む
方
へ
の
支
援
策
》
の
各
項
目
の

下
、
現
時
点
で
可
能
な
全
て
の
支
援
策
が
、
や
は
り

ケ
ー
ス
別
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
都
市
圏
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
発
信
を
中
心

に
、
速
報
性
を
重
視
し
た
情
報
提
供
を
心
掛
け
て
い

る
事
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
高
齢
化
が
進

み
、
旧
７
町
村
を
構
成
し
て
い
た
集
落
が
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
に
距
離
を
置
い
て
点
在
す
る
南
房
総
市

の
よ
う
な
地
勢
を
持
つ
都
市
に
は
、
手
触
り
の
は
っ

き
り
感
じ
ら
れ
る「
情
報
の
手
渡
し
」が
大
き
な
効
果

を
持
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
紙
媒
体
（
広
報

紙
）に
よ
る「
丸
ご
と
特
集
」を
い
ち
早
く
市
民
に
届

け
た
南
房
総
市
の
措
置
は
、
市
民
か
ら
も
大
き
な
好

評
を
得
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
と
に
か
く
、
安
全
に
使
用
で
き
る
発
症
後
の
特

効
薬
や
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
出
現
す
る
ま
で
は
安
心
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
関
し
て

は
、
引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
臨
戦
態
勢

に
近
い
よ
う
な
形
で
迅
速
に
、
で
き
る
こ
と
を
全
て

や
る
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
し
か
な
い
」

　

石
井
市
長
は
そ
う
語
る
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
の
中
に
、
実
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
側
面
も
出
て
き
て
い
る
」と
続
け
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
面

に
及
ん
で
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
の
抑
制
へ
の
対
処

は
ど
う
な
る
の
か
？
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
移
住
・

定
住
促
進
の
事
業
は
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
？
例
え
ば
そ
う
考
え
た
と
き
に
、
実
は
別
の
側
面

も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
き
っ
か
け
に
し
て
い
な
が

ら
、
市
民
・
国
民
の
生
活
に
は《
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
》

を
意
識
し
た
、
前
向
き
で
新
た
な
生
活
習
慣
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
の
と
同
様
に
、
で
す
」

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
石
井
市
長
は
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
目
立
ち
始
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
た
東
京
の
企
業
か
ら
、
移
転
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
」を
挙
げ
る
。

　
「
ま
だ
問
い
合
わ
せ
の
段
階
で
す
が
、
リ
モ
ー
ト

対
応
が
可
能
な
職
種
で
あ
れ
ば
、
東
京
の
賃
料
の
高

い
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
て
い
る
必
要
も
な
い
し
、
オ

フ
ィ
ス
ご
と
移
転
し
て
も
支
障
は
あ
ま
り
な
い
わ
け

で
す
ね
。
そ
し
て
、
ど
う
せ
移
転
す
る
な
ら
周
囲
の

環
境
が
良
く
、
社
員
の
心
身
の
健
康
に
資
す
る
よ
う

な
場
所
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
取
引
先
の
多
い
東

京
と
の
つ
な
が
り
は
な
く
し
た
く
な
い
…
…
。
そ
の

よ
う
な
条
件
を
一
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
く
と
、
南
房

総
市
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
理
想
に
近
い
場
所
だ
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
」

料理の祖神を祀（まつ）る日本唯一の神社「高家神社」包丁式（千倉地区）

この夏の海水浴場には全て「不開設」の立て看板（和田地区）
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重
な
る
試
練
の
向
こ
う
に
見
え
る
未
来

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中

に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
責
任
を
負
う
市
役
所

の
仕
事
は
、
遅
滞
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

合
併
算
定
替
特
例
措
置
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
加
算

は
平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
下
げ
ら
れ
、
令
和
２

年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ
た
。
合
併
特
例
債
の
発
行

も
、
南
房
総
市
の
場
合
は
令
和
７
年
度
ま
で
で
あ
る

た
め
、
公
共
施
設
の
再
編
を
は
じ
め
と
す
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

割
け
る
予
算
に
も
、
遠
か
ら
ず
今
以
上
に
限
り
が
出

て
く
る
。
さ
ら
に
南
房
総
市
は
昨
年
の
秋
以
来
、
災

害
復
興
に
も
多
く
の
予
算
と
労
力
を
傾
け
て
き
た
。

　
「
ご
承
知
の
よ
う
に
南
房
総
市
を
含
む
房
総
半
島

全
域
は
、
昨
年
９
月
９
日
に
千
葉
市
付
近
に
上
陸
し

た
台
風
15
号（
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
）で
大
変
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
の
長
期
間
に
わ
た
る

大
停
電
な
ど
の
記
憶
も
鮮
明
で
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

翌
月
に
は
台
風
19
号
が
襲
来
し
、
私
た
ち
は
手
痛
い

ほ
ど
の
追
い
打
ち
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

の
復
興
も
、
実
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
過
程
で
始
ま
っ
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
で
す
。

　

全
国
の
地
方
都
市
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
同
様
の

ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
市
の
場

合
、
そ
れ
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
復
興
事
業
を
行

い
な
が
ら
、
並
行
し
て
通
常
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
を

ほ
ぼ
遅
滞
な
く
行
え
て
い
る
の
は
、
合
併
以
来
の
行

財
政
改
革
の
賜た
ま
も
の物

と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
手
法
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
私
が
と
り
わ

け
注
力
し
て
い
る
の
は
《
将
来
に

備
え
た
貯
金
》で
す
」（
石
井
市
長
）

　

将
来
に
備
え
た
貯
金
と
し
て
南

房
総
市
が
合
併
以
来
積
み
重
ね
て

き
た
［
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
、
公
共
施
設
等
再
編
整
備
基

金
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
］
の

残
高
は
、
平
成
30
年
度
末
で
約

２
６
３
億
円
。
令
和
10
年
度
か
ら

は
単
年
度
の
収
支
が
不
足
す
る
見

込
み
だ
が
、
公
共
施
設
の
計
画
的
見
直
し
な
ど
の
支

出
抑
制
策
の
実
践
と
《
貯
金
効
果
》
に
よ
り
、「
市
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
将
来
的
に

も
し
っ
か
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
体
制
を

整
え
て
い
る
」
と
、
石
井
市
長
は
折
に
触
れ
市
民
に

発
信
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
が
落
ち
着
く
ま
で
、
行
政
関
係

者
は
何
事
に
つ
け
通
常
と
違
う
日
々
を
過
ご
さ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
大
切
な
地
域
資
源
で
あ

る
海
水
浴
場
の
不
開
設
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
上
、
災

害
復
興
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
追
わ
れ
、
将
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
ま
い
進
し
続
け
た
令
和
２
年

の
夏
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
南
房
総
市
の
未

来
を
語
る
石
井
市
長
の
表
情
は
揺
ら
が
な
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
８
月
20
日
）

令和元年9月の台風15号からの復興は今も継続中

中学校・小学校・保育所・幼稚園を集約。0〜 15歳の一貫校・嶺南学園は教育
界注目の的（丸山地区）
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